
第１-２-（４）受領拒否（交通事故の損害賠償金の供託）
　 第四号様式（第１３条第１項関係）その他の金銭供託の供託書
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令和３年４月１８日
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第 ４ 号様式

印供第３４号（ ）

供託書・ＯＣＲ用

ふたりめからは別紙継続用紙に

記載してください。

別添のとおり

太山甲 郎

甲県乙市丙町一丁目１番１号

住所

氏名・法人名等

代表者等又は代理人住所氏名

被

供
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者

の

住

所
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名

次野乙 郎

別添のとおり
ふたりめからは別紙継続用紙に

記載してください。

氏名・法人名等

住所

０２００００

↓ 濁点、半濁点は１マスを使用してください。

（注）１.供託金額の冒頭に￥記号を記入してください。なお，供託金額の訂正はできません。

２.本供託書は折り曲げないでください。

（雑）

供託カード番号
（ ）

カードご利用の方は記入してください。

供託により消滅

すべき質権又は
抵当権

反対給付の内容
供託通知書の発送を請求する。

百 十 万 千 百 十 円千億十百

０００９０３￥供 託 金 額
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甲県乙市丙町二丁目２番２号

供託者は，令和２年４月１７日午後４時頃，乗用車で甲県乙市戊町二丁目先
交差点を左折して丙町方向に向かって進行しようとしたところ，道路を横断中
の被供託者と接触し，その足首に全治３週間の傷を負わせた。以後，供託者は
被供託者と損害賠償方法について協議を重ねたが，賠償額について合意に達し
なかった。そこで，供託者は，令和３年４月１６日に，供託者の相当と考える
損害賠償金相当額金３００，０００円及び事故の日から同日まで年３パーセン
トの割合による遅延損害金９，０００円の合計金３０９，０００円を被供託者
住所において被供託者に現実に提供したが，その受領を拒否されたので，供託
する。

ウ

※不法行為の日が令和２年３月３１日以前である場合，法令条項は「民

法第４９４条」になります。民法第４９４条第１項第１号


